
令和 5年 8月 31日 

 

会員及び関係機関の皆様へ 

 

高知県医療ソーシャルワーカー協会 

会長 中本雅彦 

会報部会 部長 藤田真依 

 

 

 

会報「医療社会事業 62号」一部訂正差し替えのお願い 

 

 

時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は大変お世話になっており

ます。 

さて、皆様へお届けいたしました会報「医療社会事業 62号」に関しまして、一部

誤りを認めました。ご寄稿いただきました方をはじめ、関係者の皆様にはご迷惑・

お手数をおかけいたしますこと、心よりお詫び申し上げます。 

つきましては、当該ページ（3頁分）を差し替えさせていただきます。誠に恐れ入

りますが、差し替えページのご確認をお願いいたします。 

今後とも当協会の活動へのご理解・ご支援の程、宜しくお願い申し上げます。 
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　スーパービジョンにおける

　　スーパーバイザーが抱く感情についての一考察

Key Words：ソーシャルワーカー スーパービジョン スーパーバイザー 感情

高知県立大学社会福祉学部　大熊　絵理菜　西内　章

１．はじめに

　スーパービジョンについて，ソーシャル

ワーカーの誰もが大切と思っているものの，

熟練したソーシャルワーカーでなければスー

パーバイザーになれないのではないか，スー

パービジョンの基本的な知識や技術がないと

実施できないのではないか，ソーシャルワー

クの中でも特別な方法であり容易に始められ

ないなどのイメージを持つ人が多いのではな

いだろうか．これについては，井上・鈴木・

西内（2015）らもスーパービジョンは意識の

高いソーシャルワーカーのみが参加する道場

入門的な形式から，組織的に提供されるスー

パービジョンの普遍化が必要なことを指摘し

ている．

　スーパービジョンには，このような誤った

印象を持たれる要因がある．例えば，①スー

パーバイザーになる不安，②スーパーバイ

ザーのスキルの不明確さ，③自己評価のあい

まいさ，④スーパーバイザーのサポート体制

の未整備などが影響している（小松尾 2019）．

　ソーシャルワークの実践現場において，先

輩ソーシャルワーカーが後輩ソーシャルワー

カーに対して指導や助言は日常的に行われて

いる．この日常的な指導や助言を「一般的な

業務」と認識すれば専門的な関わりとして展

開されない．ソーシャルワーカーが日々実践

している助言や指導の質をあげるためには，

先輩ソーシャルワーカーによる後輩ソーシャ

ルワーカーへの指導や助言 1）をスーパービ

ジョンと認識し直し，現場に応じたスーパー

ビジョン体制を整えていくことが必要である

と考える．理由はスーパービジョンが，スー

パーバイザーとスーパーバイジー双方にとっ

て有益な過程であると理解しているためであ

る．

　スーパービジョンは，スーパーバイジーと

スーパーバイザーの存在が車の両輪であり，

両者が展開する過程である（野村 2015）．

スーパービジョン過程は，スーパーバイジー

とスーパーバイザーの協働作業で成立するも

のであり，スーパーバイザーにとって，自身

の気づき・変化・成長を促進させる（野村 

2015）. 他方スーパーバイジーにとっても，

社会福祉専門職として必要な資質を身に着け

ることを助け，社会福祉援助の質を高めるこ

とができる（山辺 2015）．

　冒頭で述べた「熟練したソーシャルワー

カーでなければスーパーバイザーになれない

のではないか」と認識される理由は，現場で

行われているスーパービジョンは二者が契約

に基づいた対等な関係ではなく，スーパーバ
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